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1．はじめに
　筆者は、ニューロダイバーシティの考察をもとに、人間の感覚統合や脳・神経における情報

処理の多様性に着目し、この多様性が生み出す脳内の現実像（以下、世界観と定義）を広義の

仮想現実（ヴァーチャル・リアリティ　以下VR）で構築し、ニューロダイバーシティ間の相

互作用を可能とするVR空間を展開する新しい芸術表現の確立を目指している。

2．ニューロダイバーシティについて
　ニューロダイバーシティは、1990年代にオンラインの自閉症グループによって社会運動とし

て展開された経緯を持つ。この運動がもたらす重要な視点は、多様な障害や症候群として診断

される人たちは脳の状態が異なるのであり、それは定型発達を含む多様な脳の存在の本質であ

るため、この人たちを定型発達中心の社会に適合するよう操作したり強要したりするべきでな

く、むしろ人間の多様な可能性として捉えるべき、という考え方にある。

3．ニューロダイバーシティ間の共生とVR
　障害や症候群の有る無しに関わらず、全ての人の脳や神経の状態は異なっていると考えられ

ることから、ニューロダイバーシティは全ての人に対する脳や神経の違いに基づく人間理解の

視点である。この視点から新たなニューロダイバーシティ間での共生の方法を探る。

　現代の脳・神経科学の発展によって、私たちは、ありのままの現実を諸感覚で受け取り、脳

内で情報として処理し統合することで構築された世界観を通して現実を認識していることがあ

きらかになりつつある。筆者は、人それぞれが脳内で構築している世界観を、ニューロダイ

バーシティの視点からVR空間上に再現する方法を確立することを試みている。
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　この試みの中で定型発達と自閉症が創り出すスペクトラムな世界観を相互に体験するための

基盤として、乳幼児期の原初的な心身を追体験できるVR空間を構築する。乳幼児期の統合さ

れない感覚経験は、その後の発達によって差異を生じさせるニューロダイバーシティ間相互の

感覚経験の基盤になり得る。乳幼児期の原初的な心身を通して初期化された諸感覚を礎に、そ

こからニューロダイバーシティの世界観を発達的に展開する本作品を通して、多様な人々が差

異を認め合える共生の基盤を創出する。

　障害や症候群だと診断されてきた人々、例えば自閉症の人々は価値観や行動規範、考え方な

どが定型発達のそれと大きく違っている。しかし、ニューロダイバーシティの視点では、こう

した違いは、劣っていたり欠けていたりするとは捉えず、自閉症を独自の文化を持った文化的

少数者であると位置付ける。これら文化的少数者らは、脳・神経における情報処理が多様であ

り、それぞれが共通の現実世界を経験していても、脳・神経における情報処理を通して構築す

る世界観は異なっていると考えられる。

　しかしながら、筆者は、定型発達を含むニューロダイバーシティが包摂する多様な人々の脳

や神経由来の差異はスペクトラムに繋がっており、それぞれの体験する異なる世界観を往来す

る新たな社会構造の基盤をVR空間上に構築できると考え、作品として構想する。

4．脳や神経由来の多様性が尊重される社会をVR空間上に構築するための基盤構築
4.1. ニューロダイバーシティの世界観を相互体験させるVR空間
　ニューロダイバーシティが生み出す多様な世界観をVR技術で構築し、ニューロダイバーシ

ティ間の相互作用として展開する新しい表現形式の確立を目指す。ニューロダイバーシティは

自閉症グループの社会運動を起源としていることから、児童の発達と関連性が深い。そこで、

発達の初期段階である乳幼児の原初的な心身をVR技術で成人が追体験できる環境を構築し、

これを基盤として、ニューロダイバーシティの世界観を相互体験できる共生の場をVR空間上

に構築する。

4.2. 乳幼児の感覚経験を追体験させるVR空間の構築
　Daphne Maurer らが著書 [ 注 1 ] で述べているように、成人は諸感覚器官からの情報を混同

することはないが、幼児期では特定の感覚器官からの刺激がエネルギーとなり脳全体に影響を

与えるため、感覚間の情報が混同される。こうした感覚経験は、感覚統合が定型発達と異なる

ニューロダイバーシティの文化的少数者らが脳内で構築している世界観の基盤となり得る。筆

者は、赤ちゃん学研究センター [ 注 2 ] との共同研究により、約30名の赤ちゃんの視線映像を

取得し分析を進め、赤ちゃん視点のVR空間を制作した。

　以下にVR空間の制作手法を記載する。まず、同志社大学赤ちゃん学研究センター内に設置

された来館調査室内に赤ちゃん用の家具や積み木などを配置した [ 図 1 ]。また、同室内の天井

に360度カメラ [ 注 3 ] を設置し、室内で移動する赤ちゃんの位置を計測した。
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 　次に赤ちゃん用のヘッドギアに小型カメラ [ 注 4 ] を装着した撮影装置 [ 図 2 ] を用意し、赤

ちゃん視点の映像を撮影した。

　同映像では赤ちゃんの視野に入る来館調査室内を撮影することができるが、視野内で赤ちゃ

んが何を見ているのかを確認するため、視線計測装置 [ 注 5 ] を用いて49名の赤ちゃんの視線

を計測した。（モニター上に「赤ちゃん視点映像」を映し、それを視聴する赤ちゃんの視線を

計測した [ 図 3 ]。）

図２　小型カメラを装着した赤ちゃん用ヘッドギア　　撮影：村上泰介

図1　赤ちゃん用家具を配置した調査室内　　撮影：村上泰介
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　計測した赤ちゃんの視線映像 [ 図 4 ] を月齢ごとの重ね合わせによって平均化し、後述する

赤ちゃん視点を追体験するためのVR空間の構築に活用するための分析を進めた。

　赤ちゃん視点を追体験するためのVR空間を構築する。そのため、始めに来館調査室に配置

した赤ちゃん用の家具や積み木などの現物を測定し、 3次元コンピューターグラフィックスで

再現した [ 図 5 ]。

図３　赤ちゃんの視線計測（イメージ図）　　画像作成：村上泰介

図４　赤ちゃんの視線計測画像　　撮影：村上泰介

図５　来館調査室を３次元コンピューターグラフィックスで再現　　作成：村上泰介
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　このVR空間をニューロダイバーシティの当事者研究による世界観のイメージに近づけるた

め、VR空間内での移動や物体との接触によって視覚情報や音声情報がダイナミックに変化す

る VR 空間を構築する [ 注 6 ]。構築された VR 空間はヘッドマウントディスプレイ（以下

HMD）[ 注 7 ] を介して鑑賞者が体験できる [ 図 6 ]。

4.3. 乳幼児の身体を模したボディスーツの開発
　運動の感覚もまたニューロダイバーシティの多様な世界観構築には不可欠であるため、乳幼

児の体性感覚と身体性を備えており、かつそれらの感覚が分化せずに統合されるシステムを想

定し、乳幼児をシミュレーションできる装置として、内部に成人が入ることを可能にし、なお

かつ運動が可能な構造として膜構造体による赤ちゃん型のボディスーツを制作しHMDの装着

を可能にするための改良を施した [ 図 7 ] 。本システムではインサイドアウト形式 [ 注 8 ] の

HMDを使用するため、本体に装着されたカメラから周囲の環境情報を取得する必要があるた

め、ボディスーツの一部を透明な素材で置き換えている。

図６　赤ちゃんの視点を追体験するVR空間　　作成：村上泰介

図７　赤ちゃんの身体感覚を追体験するボディスーツ　　作成：村上泰介
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5．展示―作品の体験と心身変容―
　本システムを「仮想空間での映像表現展」[ 注 9 ] にて展示した。展示空間にHMDを内蔵し

た膜構造体による赤ちゃん型のボディスーツ 2 体と、HMD 2 台を設置し、それぞれのHMD

には、赤ちゃんの月齢によって異なる見え方のVR映像を投影した。展示空間の壁面にはプロ

ジェクターで同志社大学赤ちゃん学研究センターでの調査映像を投影した [ 図 8 ] 。

　Ana Tajadura-Jiménez らの研究では、子どもの視覚をHMDで成人が追体験することで、

成人の身体感覚が変容することが示されたように、この作品では体験者の動きを動画撮影し、

体験者の姿勢推定を元に心身変容度を可視化することを進めている。

6．まとめ
　ニューロダイバーシティの考察をもとに、人間の感覚統合や脳・神経における情報処理の多

様性に着目し、この多様性が生み出す世界観をVRで構築し、ニューロダイバーシティ間の相

互作用を可能とするVR空間の構築を目指して開発を進めてきた。ニューロダイバーシティの

基盤を乳幼児期の統合されない感覚経験に求め、膜構造体の赤ちゃん型ボディスーツとVRを

組み合わせた体験型の装置を核に、今後は複数人でニューロダイバーシティのスペクトラムな

世界観を共有できる場をVR空間上に構築したい。
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図８　「仮想空間での映像表現展」展示風景　　撮影：村上泰介
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注
1 ．ダフニ・マウラ , チャールズ・マウラ『赤ちゃんには世界がどう見えるか』, 草思社 , 

1992, pp.87-92「エネルギーと感覚」および「共感覚」の記述から .

2 ．同志社大学赤ちゃん学研究センター . 2008年に同志社大学の新しい研究センターとして開

所 , 2016年 4 月には文部科学省共同利用・共同研究拠点「赤ちゃん学研究拠点」に認定さ

れた .

3 ．Insta360 ONE X 2 . 小型の360度カメラ .

4 ．Insta360 Go 2 . 本体重量27g の小型アクションカメラ .

5 ．Tobii Pro Spectrum. 150Hz のサンプリングレートでデータ取得するモデルを使用 .

6 ．Unity Technologies が開発するゲームエンジンを使用して構築した .

7 ．Meta Quest 2 . PC やスマートフォンとケーブルで繋いだりすることなくヘッドセット単

独で動作するスタンドアローン型のHMD.

8 ．インサイドアウト形式はVRの体験者やコントローラーなどの位置を外部センサーの設置

なしで取得するトラッキング方式 .

9 ．日本映像学会メディアアート研究会企画展 . 愛知県立芸術大学芸術資料館に於いて2022年

9 月17日（土）-10月 2 日（日）の期間で開催された .
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付記
　本稿は筆者が発表して来た、 「赤ちゃんの視覚を成人が追体験する方法を探る」、第 8 回赤

ちゃん学コロキウム、同志社大学赤ちゃん学研究センターや、「赤ちゃんの視覚を再現する

VRによる成人の身体変容装置」、日本映像学会第48回大会を元にして加筆し再構成したもの

である。

　また、本研究における調査は、同志社大学倫理審査委員会「人を対象とする研究計画等倫理

審査」の基準に従って実施した。




